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さ
ら

らず

一般議h当初予算隊

平
成

8
年
度
の
玉
川
村
予
算
が
3
自
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
も
2
信

9
0
0
万
円
多

い
引
憶
3
，
5
5
2
万
円
で
、

7
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
財
源
務
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
隈
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
に
配
分
。
進
展
す
る
高
齢
侶
や
、
多
様
犯
す
る
行
政
需
獲
に
対
応

す
る
た
め
に
投
議
的
財
源
の
確
保
に
一
一
問
中
古
川
が
震
か
れ
た
予
算
編
成
と

怠
り
ま
し
た
。
合
年
震
の
予
鱒
の
按
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
を
項
自
別
に
見
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
c

総
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こ
れ
は
、
全
面
費
関
係
の
川

辺
住
宅
団
地
造
成
負
担
金

村

に

入

る

お

金

を

自

主
震
源
と
抜
存
財
源
に
分
け
て
み

る
と
、
自
主
財
源
が
泣
・

4
%
、

依
存
財
源
が
mm
・
8
%
に
な
っ
て

い
ま
す
。

議
入
で
は
、
県
支
出
金
や
繰
入

金
、
村
穣
が
増
え
、
一
方
、
利
子

制
交
付
金
や
分
担
金
及
び
負
担

金
、
国
庫
支
出
金
は
そ
れ
ぞ
れ
減

っ
て
い
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出
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出
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円
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1
月
1
6
現
在
人
E
7，8
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0
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745万円

車道蕗維持管理事業

膿遵題改良事業等

宮路整欝忍:二…一一
回消防路設整構(防火水警3

9，117万円

21:謹4，223万円

瞳村鶴工会へ商工技興補即金厩ふるさと翻空事業欝(中掌生盟内研修など) 1，61 

田総合運艶公器用地取簿欝立ど 2億898万円

四選挙墾

1，2勾万円

2，5361ラ円
障重度。身障喜者への医療欝期成

崎老人・

1，360万円

31:意4/706万円

1 i慧871万円踊須釜中掌授ブ-Jレ建設事業

8/355万円

2275万円

8，211 Jj丹

1/335万円

随村水道事業会計への補助金

臨各種横診の委託

醸石川地方生活1業績掘設組会分賦金

3 
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を実施グ

4 

村
で
は
、
完
工
と
緑
ぷ
村
山
呼
吸
す
る
た
ま
か
わ
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
新
し
い
む
ら
づ
く
り
に
向
け
平
成
八
年
度
か
ら
第
四
次
玉
川
村
振
興

計
画
を
策
定
し
、
二
十
一
世
紀
の
玉
川
村
の
創
造
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
、
高
齢
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
犯
な
ど
が
急
速
に
進
み
、

行
政
に
求
め
ら
れ
る
対
応
も
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
そ
と
で

村
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
、

4
月
1
日
か
ら

行
政
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

持
¥
、手

数
料
や
使
用
料
の
改
定
、
補
助

金
の
責
任
分
野
の
明
確
化
な
ど
事

務
・
事
業
を
見
直
し
ま
す

0

・
現
在
の
各
課
の
事
務
分
掌
を
見

直
す
と
と
も
に
、
各
部
署
の
職
員

の
配
置
替
え
や
祖
当
事
務
・
事
業

の
変
更
、
用
地
交
渉
の
回
一
化
な

ど
時
代
に
即
応
で
き
る
組
織
・
機

平成8年4月伍報たまかわ

財務会計電襲システムが開設

構
に
改
め
ま
す

0

・
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
定
率

か
ら
定
額
支
給
に
改
め
る
と
と
も

に
、
課
長
補
佐
制
度
の
導
入
な
ど

職
員
給
与
の
適
正
化
や
職
階
制
の

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

日
削
工
総
光

係

長

丹

内

彦

(

総

務

総

大
竹
義
紀
す

(新

住
民
各
層
か
ら
の

提
言
を
尊
重

年
々
、
複
雑
多
様
化
し
て
い
る

村
氏
の
皆
様
か
ら
の
行
政
需
要
に

応
え
る
た
め
、
ま
た
地
方
分
権
な

ど
を
踏
ま
え
た
国
や
県
の
施
策
に

対
す
る
対
応
な
ど
、
新
た
な
観
点

に
立
っ
た
新
し
い
時
代
に
向
け
て

の
効
率
的
な
行
政
の
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
現
状
の
組
織
・
制

度
・
施
策
な
ど
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

企
画
調
整
課
が

企
画
財
政
諜
に

諜
名
を
変
更

村
の
行
政
を
執
行
す
る
に
は
財

政
的
裏
付
け
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
企
画
と
財
政
を
二
冗

化
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
財
政
運

営
を
確
立
し
、
玉
川
村
振
興
計
画

の
実
現
を
自
指
す
た
め
、
期
政
係

を
こ
れ
ま
で
の
総
務
課
か
ら
企
画

高
林
重
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小
針
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瓦
熊
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門
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門

主
事
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田

矢
部
常
政
(
州
似
制

査
溝
井
陳
彦
(
公
民
的
尚

一
国
審
軍
事
問
j
j

局

相

楽

功

男
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ふ

森

博

(
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ι

局

長

小
針
二
一
(
保
健

そ
こ
で
、
村
は
平
成
6
年
度
よ

り
役
場
庁
舎
内
に
「
事
務
改
善
委

員
会
」
を
設
置
し
て
、
事
務
分
担

の
一
部
見
直
し
な
ど
改
善
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
改

革
に
つ
い
て
村
氏
各
層
か
ら
の
意

見
を
開
く
た
め
、
昨
年
7
月
に
条

例
に
基
づ
く
「
玉
川
村
行
政
改
革

推
進
委
員
会
」
(
関
根
忠
幸
会
長
)

を
設
置
。
ゆ
名
の
委
員
の
方
か

ら
様
々
な
角
度
で
意
見
を
だ
し
て

い
た
だ
き
、
同
年
ロ
月
末
に
そ
の

提
言
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
尊
重
し
な
が
ら
、

「
玉
川
村
行
政
改
革
推
進
本
部
」

(
本
部
長
玉
川
村
長
)
は
、
行
政

と
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役

割
と
責
任
を
分
担
し
あ
い
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
運
営
し
、

住
民
福
祉
の
よ
り
一
層
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
を
理
念
と
す
る
「
玉

川
村
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
、

調
整
課
に
移
管
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
課
名
も
企
画
調
整
課
か

ら
金
問
財
政
課
に
改
称
さ
れ
ま
し

た。広
報
係
は
総
務
課
に

こ
れ
ま
で
企
画
調
整
課
で
行
っ

て
い
た
広
報
広
聴
事
業
は
、
村
政

全
般
を
掌
握
す
る
総
務
課
に
移
管

さ
れ
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
l
ゼ

ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

降
、」♂〆

こ
の
4
月
1
司
か
ら
、

3
ヶ
年
間

を
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
面
(
3
年
間
)
の

改
革
の
主
な
内
容

今
後
3
年
間
を
目
標
と
す
る

実
施
事
項
を
定
め
た
同
大
綱
の
基

本
方
針
は
、
次
の
2
点
で
す
。

①
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ

1
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
継
続
的
に
行
政

改
革
を
推
進
す
る
。

②
行
政
改
革
は
「
玉
川
村
行
政
改

革
推
進
委
員
会
」
の
答
申
を
尊
重

し
、
議
会
と
連
携
を
と
り
全
庁
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
住
民
の

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
。こ

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
当
面

の
措
置
と
し
て
主
に
次
の
よ
う
な

改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。

-
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、
証
明

新
採
用
職
員
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
H

添田孝員日

.22歳
掴竜崎

掴公民舘

f村民の皆さ

んとのふれあ

いを大切にし

たいですj

田村伸也

国20歳
圃須翼川市

岡保健課

「早く仕事を

露えてがんば

りたいと思い

ますj

石井久美予

麗20議
属小高

畠企画財政課

[住民の皆さ

んのお役に立

てるようがん

民
)



平成8年4月

t.e: 
匝Il

広報たまかわ

任
期
満
ざ
に
伴
う
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が

3
月
以
日
に
行

わ
れ
、
新
人

5
名
を
怠
む
ほ
山
名
の
議
員
が
誕
笠
し
ま
し
た
。
村
議
会
議

員
の
当
選
証
書
付
与
式
は

3
月
お
日
、
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
農

研
室
で
行
わ
れ
、
斎
藤
泰
三
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
当

選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
8
年
度
は
、
第
四
次
玉
川
村
振
興

計
画
が
策
定
さ
れ
、
玉
川
村
の
新
た
な
歩
み
の
原
点
と
な
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
住
み
良
い
村
づ
く
り
を
望
む
住
民
の
た
め
に
も
活
発
な
議
会

活
動
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

4
月
4
日
、
村
議
会
議
員
の
改

選
後
、
最
初
の
臨
時
議
会
が
関
か

れ
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
議
会
で

は
、
正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各

常
任
委
員
、
各
組
合
議
員
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。

臨
時
議
会
の
結
果
、
議
長
に
高

林
浅
男
氏
(
議
員
3
期
日
)
、
副

議
長
に
宗
形
徳
次
氏
(
議
員
4
期

目
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
と
組
合
議
員
、

村
監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
選
出

さ
れ
た
委
員
及
び
議
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
・
順
不

同
)

関

キ畏

塩

田

仁
井
田

佐

藤

矢

部
大

野

勝玄一保征

雄信男雄郎

三倉宗塩須仁
井

瓶 鎌 形 回 田 田

徳徳征福保

力 三 次 郎 広 雄

-
玉
川
村
監
査
委
員

食

鎌

徳

小溝佐関矢

針井藤根部

武彦男正信

玄

-
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議

会
議
員

佐
久
間

安

-
石
川
地
方
笠
活
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

ニ森大

清 勝

今
J

4
i
 

百
M
凶

刊
廿
A
H川

大大

安清浅勝勝

征
二
郎

保

雄

林竹野

男義雄

@
県
中
地
域
水
運
用
水
供
給
企
業

団
議
会
議
員

森佐
久
間

{三塩
井
回目

矢

きE

命
月

{
議
席
番
号
順
・
敬
称
略
(
)
は
年
齢
}

②無所属
④農業

6 

直

3月24日に 投票i孟 右権女者数 i 投票者数 棄権者数 T一又品 玉百氏万 γ=刊pァ百7

男 計男 女 計 男 女 男女

投票が行われた
)11 辺 401 428 

1，862697;t37928 8 
371 769 3 57 60 99.25 86.68 92.76 

玉川村議会
小高 820 847 779 1，507 92 68 160 88.78 91.97 90.40 

選挙の
岩法寺 238 245 4831 210 226 436 28 19 47 88.24 92.24 90.27 

議員一般 竜 崎 317 329 646 284 307 591 33 22 jj 89.59 93.31 91.49 

須 釜 552 510 1.096 617 1.169 586 42 31 73 92.39 94.98 93.76 

投票率。 ，コk 158 156 314 152 154 306 6 2 81 96.20 98.72 97.45 

山小屋 133 149 282 129 137 266 4 12 16 96.99 91.95 94.33 

四辻 158 145 303 153 132 285 5 13 18 96.84 91.03 94.06 

言，. 2.777 2，916 5，693 2，564 2，692 5，256 213 224 437 92.33 92.32 92.32 

力重義

仁
井
田
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空
港
開
港
三
周
年
記
念

蓄
の
寄
港
ま
つ
り

搭
天
に
誘
わ
れ
二
万
人

新消防団長に佐久間安直さん
村役場村長室で玉川村消防団の辞令交付式が行

われ、新団長の佐久間安直さん(北須釜)に車田

村長から辞令書が交付されました。続いて佐久間

団長から新訓練部長の大竹和久さん(岩法寺)に

辞令書が交付されました。

団長の任期は4年となっており前団長の大竹勝

義さんは退団されます。長い間ご苦労さまでした。

福
畠
空
港
の
開
港
三
周
年
を
記

念
し
て
「
春
の
空
港
ま
つ
り
」
が
福

島
空
港
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
親
子
連

れ
な
ど
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
口
名
古
屋
使
の
飛
行
機
フ
オ
ツ
カ

l
mを
利
用
し
た
無
料
試
乗
抽
選

会
に
は
多
く
の
人
が
行
列
を
つ
く

る
な
ど
大
好
評
。
ま
た
、
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
シ
ョ

l
、カ

l
ゴ
ド
l
リ
l
ツ

ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
子
供
た

ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
特
産
物
の
展
示
直
売
コ

ー
ナ
ー
も
設
営
さ
れ
好
評
で
し
た
。

新
し
い
役
員
は
、

で
す
口

av団
長
i

佐
久
間
安
直
@
副
団
長

|
関
根
秀
勝
、
阿
部
金
山
郎
@
訓

練
部
長
|
大
木
古
永
、
大
竹
和
久

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

玉
川
村
消
防
匝
長
佐
久
間
安
富

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
玉
川
村
消

防
団
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く
、
よ

り
一
層
の
消
防
活
動
に
精
進
い
た

し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
と
お
り

市ぽ
村 M

竹で
炭柑
fEぉ
;全日 ι圃陣

容し
を
設
主λ

昨
夏
、
同
名
が

縁
で
交
流
を
し
て

い
る
愛
媛
県
玉
川

町
の
地
域
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
「
源
流
」
か
ら
竹
を
素
材
に

炭
を
焼
い
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
玉
川
村
で
も
炭
窯
が
現
存

し
木
炭
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
村
の
新
た
な
産
品
お
こ
し
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
村
が
着
口
。
企

画
調
整
課
(
現
企
爾
財
政
課
)
で
は
、

昨
年
ロ
月
に
村
山
の
木
炭
生
説
者
と

打
ち
合
わ
せ
会
を
持
ち
先
進
地
視
察

等
を
実
施
し
て
こ
の
ほ
ど
「
玉
川
村
竹

山
灰
生
産
組
合
」
(
組
合
員
日
名
)
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
長
に
渡
辺
政
一

さ
ん
(
北
須
釜
写
真
)
が
就
任
口
さ
き

に
開
催
さ
れ
た
福
島
空
港
の
脊
の
空

港
ま
つ
り
で
は
、
「
竹
炭
」
と
竹
炭
を

生
産
す
る
際
に
採
取
さ
れ
る
「
竹
酢

液
」
の
試
験
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

竹
炭
竹
昨
液
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
効
能

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

前
玉
川
村
消
防
団
長
大
竹
勝
義

団
員
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
無
事
団
長
を

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
予
防
消
防
に
協
力
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
長
い
間
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

を
持
っ
て
お
り
、
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
有
望
な
出
品
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

t1酢j授と竹炭

Jラ

ピ
ーツ
年力
生ピ
tj ツ

カ
の

村
内
の
各
小
中
学
校
で
平
成

8

年
度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入

学
児
童

ω人
、
新
中
学
生
四
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し

た
こ
の
う
ち
須
釜
小
学
校
(
伊
藤

政
憲
校
長
)
の
入
学
式
で
は
、
新

入
学
児
童
が
緊
張
し
た
お
も
も
ち

で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

8 

っ
た
児
童
日
名
が
お
被
い
を
受
け

そ
の
後

6
年
生
の
児
童
代
表
を
先

頭
に
元
気
よ
く
学
校
ま
で
旗
を
持

っ
て
登
校
し
ま
し
た
。

元
気
で
旗
持
ち
入
学

今
年
も
川
辺
小
学
校
で
は
、
百

年
以
上
の
一
伝
統
を
も
っ
旗
持
ち
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
ア

時
に
川
辺
八
幡
神
社
に
全
校
生
徒

が
集
ま
り
、
新
し
く

1
年
生
に
な

/ 

J 

J 

J 

区
長
会
を
開
催

平
成

8
年
度
第

1
回
の
区
長
会

が
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
c

車
田
村
長
が
各
区

長
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
状
を
手
渡
し

た
後
、
村
政
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
口

役
員
の
選
出
で
は
、
区
長
会
長

に
森
清
重
さ
ん
(
士
口
)
、
副
会
長

に
小
林
近
芳
さ
ん
(
竜
崎
)
、
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
に
は
榊
枝

昭
夫
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
(
各
区
長
の
紹
介
は

5

月
号
で
お
こ
な
い
ま
す
。
)

教
職
員
の
人
事
異
動

今
年
の
教
職
員
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
転
出
転
入
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

)
は
一
新
任
校

す
玉
川
小
三
口
問
宮
政
博
校
長

(
県
教
肖
セ
ン
タ
ー
)
?
奥
員
美

知
子
教
諭
(
退
職
)
ザ
川
辺
小
@

小
林
宏
寿
校
長
(
退
職
)
画
大
塚

勢
津
子
教
諭
(
善
郷
小
)

V
須
釜

小
・
鎌
田
勉
教
諭
(
阿
野
小
)
，

斑
目
裕
美
子
教
諭
(
高
倉
小
)

V

泉
中
・
須
田
昌
守
校
長
(
日
和
田

中
)
・
渡
部
保
子
教
諭
(
浅
川

巾
)
・
渡
部
則
子
養
護
教
諭
(
吾

妻

中

)

・

郷

同

均

教

諭

(

塙

巾
)
@
田
中
佐
喜
講
師
(
退
職
)

V
須
釜
中
・
佐
藤
俊
久
教
頭
(
石

川
中
)
@
小
玉
圭
子
教
諭
(
大
信

中
)

)
は
旧
任
校

wv

玉
川
一
小
@
水
野
岩
雄
校
長

(
中
谷
一
小
)
@
和
泉
喜
真
教
諭

(
大
成
小
)
w
v
川
辺
小
@
伊
藤
政

夫
校
長
(
石
川
中
)
申
相
楽
里
美

教
論
(
南
山
形
小
)
w
v
須
釜
小
骨

小
林
幸
雄
教
諭
(
沢
渡
小
)
串
遠

藤
さ
お
り
教
諭
(
新
採
用
)
@
湯

津
の
ぞ
み
講
師
(
初
任
研
修
補
充
)

帯
泉
中
@
村
上
進
校
長
(
県
中
教

育
事
務
所
)
?
角
田
尚
一
教
諭

(
矢
祭
中
)
土
世
康
頼
教
諭
(
郡

山
四
中
)
骨
赤
城
さ
よ
養
護
教
諭

(
勝
常
小
)
骨
鈴
木
健
請
師
(
欠

員
補
充
)
す
須
釜
中
申
増
子
清
一

教
頭
(
県
中
教
育
事
務
所
)
骨
桜

井
淳
子
教
諭
(
新
採
用
)
@
新
野

賢
一
郎
教
諭
(
新
採
用
)
@
安
倍

幸
枝
講
師
(
初
任
研
修
補
充
)
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@80 
。保

ー保

ヨj国当圃の健康ごよみ

機能訓練

午後 1時30分~

3才児検診・'

午後 1時~

.4月

22日(月)

24日(水)

、、町出回開
職種分!R 採用予定人員 第次試験 東 ---1.シ'百1¥，開 '-t-"~..x. 1 辺 7匂 Jlt司J

試 試
口述試8.{本月験力5検日麓(月)

郵
5 月177 日日( 火) 男性

東験 6月15自(土) 験日 身体 5月(金)
専 約10名

送Pう 自
8月6臼(火)

系 玄性
京 発表 発表 9月5臼(木) 持参 55 月月22 01 巳巴(( 月火) ) 若干名 ア月12日(金)

東試 東 身体述日8試月月体験67力日日検(〔火氷置) ) 5毘7日(火)試 一尽 口
郵

実質 京験 6月16日(日) 験日
送 5月17日(金)B 

回 男性 正R 8月ア日(泣く)自 約100名
部発表 発表 8月23臼(金) 持参 55 月月22 01 日日(( 月火) ) i湾 7月128(金)

ト一一 女性 身体体力検査
郵

ア月月299巴日(月)
約20名

試験日
試 10月8日(火)業員

東 9，E38日(日)
験日 口述試験 送 8，E398(金)2 10月9臼(水)

毘 おミ

発表
発 10月25巴(金) 持参 88 月月11 23 日臼(( 月火) ) 

防 自 9月27日(金)
表

東 身体体力検(木査) 
言質

試
8月8日

郵
5 月月277 日日( 月) 

E 男性

試験自
口述試験約20名

京 ア，E37自(臼)
験巴 京 8月号日(金)

送 6，E378(金)吏

京都 I 口述8月身9体日(盆体)力女性
京

業員 約10名
部発表 ア月26臼(金) 発表 8月30日(金) 持参 66 月月11 01 巳日(( 月火) ) 

員
試

身体体力検査
郵 8 月1 23 巴日( 月) 

東試雪 11月5日(火)
9月23日(月)

験日 口述試験 送 8月238(金)
11月6日(水)

盟 男性 京 発表 10丹市巳(金) 発表 11丹22日(主) ;卓2寺5司V 88 月月22 67 日日(( 陪火) ) 
約100名

主試管
旭川1日月札1幌日腹部青(火森) 

試

迫撃罫i7
郵

8 月21 23 日日( 局) 
業員 女性約20名 盛郡岡山・・秋新潟田

験日
送 8月(童)

国 広熊島i.js:福鹿岡児島長・ 覇

発表 10月18日(金)
発 11月22日(金) 持参 88 月月22 67 日臼(( 月火) ) 
表

「若人の翼J
団員募集

県では、青年海外派遣

事業[若人の翼jの冨員を

次により募集しています。

置派遣::J-ス-期器と募集

人員

・北米派遣(力ナ夕、.アメ

リカ) 12日間、 15名

・中国j民運(中華人民共和

東京消防庁人事課

東京消防庁消防富採用部験日程平成8年度

申込のあった月から 1年間

代金を添えて役場総務課へお申し込みく

※期限切れの15で継続を希望される方は、早め!こ継続の手

続きをしてください。

1人につき1，000円

ださい。

-お送りする期間

金

先込

副代

-申

国)12日間、 15名

・欧州波違(イギリス-ド

イツ) 15日間、 11名

・オセアニア派遣(オース

トラリア-ニュージーラン

ド) 15己間、 11名

・南米派遣(ブラジル-パ

ラクアイ) 16日問、 10名

-応葬資格

県内に住んでいる動労

喬年で、満20競から35議
までの方

聞申込-お問い合わせ

参加希望者は、村公民

館に備え付けの申込書で、

5月10日までに提出して

ください。

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただ、きま

く御礼申し上げます。

記

(村社会福祉協議会)

(3月届出分)

「お誕生おめでとうございます i

2万円

3万円

女性の試験は、第一次・第二次試験とも東京の会場で実施します。
等門系iま大学卒業以上、 I類は大学卒業程度、 E類は短大卒業程度、 E類は高校卒業程度の試験です。
日本宮籍を笥しない者及び地方公務員法第16条の欠格条項に該当する者は受験できません。

1
1
円
ノ
」
門

J

※

※

※
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通
最
低
資
本
禽

，
宅
制
度
と
税

平
成
二
年
の
商
法
改
正
に
よ

り
、
株
式
会
社
は
一
千
万
円
以
上

の
資
本
金
、
有
限
会
社
は
一
二
百
万

円
以
上
の
資
本
金
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
八
年
三
月
三
十
一

司
(
日
)
ま
で
に
最
低
資
本
金
を
達

成
し
て
い
な
い
株
式
会
社
及
び
有

限
会
社
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日

(
月
)
に
法
務
大
臣
の
公
告
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
二
ヶ
月
以
内
に
増
資

又
は
組
織
変
更
の
登
記
を
行
わ
な

け
れ
ば
六
月
一
日
(
土
)
に
解
散
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

【
み
な
し
解
散
と
な
っ
た
場
合
】

み
な
し
解
散
と
な
っ
た
事
業
年

度
の
開
始
の
日
か
ら
み
な
し
解
散

の
日
ま
で
の
期
間
の
法
人
税
の
確

定
確
定
申
告
書
を
平
成
八
年
八
月

一
日
(
木
)
ま
で
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
手
五
回
一

一加入・
1
自
「
引
説
一

主義

(3月届出分)

82 

菊

祐

義

年齢

名
川
和
き
記
引
仁

況

M
寛

和

市

木

μ
義

自

本

林

藤

出

坂

小

佐

-小高の関根義勝さんから

・竜崎の馬上進さんから篤志として

区的
U

B
十ム

3，749人(-1 ) 

死亡者氏名

義関根

!崎

区州
出

B
+
l
L
P
 

3，888人(-4) 

{
納
期
限
は
4
月
お
日
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村のようす
C8:Cj:4侍 1日現在)

骨 1，718戸(-2) 

私 7，637人(-5) 

' 五

したO

j受

司・ 1宗

傑

保

機能訓練・

午後 1時30分~

股関節脱臼横診

午後 1時~

乳幼児健康相談。。

午部10時~

1才児お誕生検診

午後 1時~

母親教室 e ・

午前96寺15分~

育男教室

午後 1時30分~

翻 5月

8日(水)

10臼(金)

15日(水)

.石Jlli呆{建所

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

今
月
の
納
税

国

民

年

金

4
月
分

村
公
民
館

溝
井
は
な
よ

幾
と
せ
も
空
家
と
な
り
T
軒
下
に
今
年
も
咲
き
し
水
仏
の
花

針

登
里

弥
生
半
ば
綻
び
初
め
し
紅
祷
の
枝
も
た
わ
わ
に
春
の
雪
降
る

矩
涯
に
て
も
の
害
き
お
れ
ば
が
た
が
た
ど
春
一
本
が
裏
戸
を
叩
く

吉
田

サ
ヨ

老
夫
、
が
呂
田
丹
精
こ
め
し
「
霧
島
」
は
応
え
し
も
の
か
一
花
ほ
こ
ろ
ぷ

保健センター

:受付時間

真
弓

は
ん

童
謡
を
孫
が
嘆
い

L
廻
り
道
思
い
虫
に
は
ず
む
ど
う
今
年
は
中
学
生

小
針
み
ね
子

会十

ー弘一-T 
、夫?

υ、

尊
徳
換
の
建
た
る
岸
に
寄
り
て
く
る
白
鳥
の
群
れ
は
何
思
う
ら
む

何
に
遠
慮
の
あ
ら
ぬ
ふ
烏
の
一
一
泌
が
来
て
わ
が
庭
先
に
慣
れ
し
足
達
ぷ

曲
心
き
く
み

佐
久
間
栄
蔵

暖
房
の
お
蔭
で
寒
さ
知
ら
ざ
れ
ど
時
折
ち
く
り
ど
蚊
の
震
い
く
る

野
の
花
を
摘
ん
で
手
向
け
る
老
い
の
背
に
お
も
い
の
尽
き
ぬ
淡
雪
の
蕗
る
真
弓
五
三
男

11 
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「
消
防
か
ら
警
防
に
」

こ
の
写
真
は
小
高
の
車
田
初
雄

さ
ん
(
別
歳
。
写
真
右
端
の
旗
手
)

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和

ロ
年
5
月
お
日
、
福
島
競
馬
場
に

梨
本
宮
守
正
王
殿
下
を
迎
え
て
開

か
れ
た
「
御
親
問
暴
行
式
』
に
当

時
の
泉
村
警
防
団
が
参
加
し
、
帰

村
し
て
か
ら
撮
っ
た
記
念
写
真
だ

そ
う
で
す
。

旧
小
高
尋
常
高
等
小
学
校
(
現

在
は
泉
保
育
所
)
の
忠
魂
碑
の
前

で
写
っ
て
い
る
方
々
は
、
写
真
前

列
右
か
ら
2
番
目
が
警
防
団
長
だ

っ
た
故
吉
田
清
さ
ん
(
中
。
宇

一

氏
の
父
)
で
、
後
列
右
か
ら
2
番

目
は
故
高
原
進
さ
ん
(
小
高
。
故

広
進
さ
ん
の
父
)
だ
そ
う
で
、
更

に
左
に
順
に
故
小
林
彦

一
さ
ん

(
竜
崎
。
喜
光
氏
の
父
)
故
小
針

清
次
郎
さ
ん
(
中
。
英
章
氏
の
父
)

岩
法
寺
の
大
竹
正
雄
氏
(
泌
歳
)

川
辺
の
矢
部
丈
雄
氏
(
お
歳
)
と

分
団
長
が
続
き
、
左
端
は
旗
手
の

小
林
佳

一
氏
(
九
歳
。
竜
崎
)
だ

そ
う
で
す
。
「
殿
下
か
ら
激
励
の

言
葉
を
頂
い
た
」
と
初
雄
さ
ん
。

昭
和
日
年
に
消
防
組
は
解
散
、

警
防
団
と
名
を
改
め
て
国
土
防
衛

の
任
務
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町

小

林

誠

さん

ー霊会か均

一東京玉川会員だより一

f変わりゆく玉川村に乾杯!J 

桜
花
澗
漫
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
が
、
毎
年
桜
の
咲
く
頃
に
な
る

と
思
い
出
す
の
は
、
子
供
の
頃
、

竜
崎
分
校
や
小
高
小
学
校
の
校
庭

の
桜
が
美
し
く
咲
い
て
い
た
こ
と

で
す
。
勉
強
な
ど
の
思
い
出
は
あ

り
ま
せ
ん
。

中
学
校
は
、
中
村
池
の
ほ
と
り

に
あ
り
、
桜
の
花
が
池
の
水
面
に

映
る
景
色
が
、
今
も
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
り
ま
す
。
そ
の
母
校
も
今

は
皆
新
し
く
な
り
、
場
所
も
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
、
学
校
を
は
じ
め
道
路
セ

4

建
物
が
ど
ん
ど
ん
立
派
に
な
っ
て

お
り
、
玉
川
村
生
ま
れ
で
良
か
っ

た
と
吾
一守
え
る
よ
う
な
時
代
が
必
ず

来
る
と
思
い
ま
す
。
空
港
が
で
き

て
岩
法
寺
山
が
低
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
古
い

明
さ
ん
(
竜
崎
出
費
)

物
が
消
え
て
ゆ
く
感
傷
に
ふ
け
て

ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
玉
川

村
が
、
阿
武
隈
の
流
れ
の
よ
う
に

お
お
ら
か
で
、
人
と
自
然
に
優
し

い
村
へ
と
発
展
す
る
よ
う
望
み
ま

す
。私

が
お
年
前
、
こ
の
三
芳
町

(
埼
玉
県
)
に
住
ん
だ
時
は
、
人

口
六
千
人
の
雑
木
林
と
お
茶
畑
、

そ
し
て
さ
つ
ま
い
も
畑
に
固
ま
れ

た
村
で
し
た
が
、
3
ヶ
月
で
町
に

な
り
、
今
は
3
万
人
が
住
み
に
ぎ

や
か
に
な
る
の
は
良
い
が
、
そ
れ

だ
け
自
然
も
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
玉
川
会
の
総
会
で
、
ま
た

皆
様
と
元
気
に
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川

村
の
発
展
と
皆
様
方
の
御
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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